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第４号様式（第１０条関係） 

 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成２１年度 第３回武蔵村山市公民館運営審議会 

開 催 日 時 平成２１年１２月２日（水） 午後２時～午後４時 

開 催 場 所 さくらホール（市民会館）会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：荻野議長、福田副議長、齋藤委員、高橋委員、本村委員、金澤委

員、嶺岡委員、鴻田委員 

事務局：生涯学習スポーツ課長、生涯学習グループ主事 

欠席者：鈴木委員 

議 題 
１．平成２２年度公民館講座について 

２．その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

審議経過（主な意見）のとおり 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

報告事項１．第２回武蔵村山市公民館運営審議会会議録について 

報告事項２．平成２１年度公民館講座進捗状況について 

報告事項１・２について、事務局より別添会議資料に沿って説明。 

質問等、特になし。 

 

議題１ 平成２２年度公民館講座について  

議題 1 について、事務局より会議資料に沿って、「平成２２年度公民館講

座企画案」について説明。 

主な意見等 

１．市民講座について 

 ・ガーデニング講座は、地球環境に関心が高まっていることから、ぜひ

実施すべきである。 

 ・市民企画講座はぜひ実施すべき、しかし、企画委員がどの程度集まる

のかが心配。行政主導の講座でなく、市民参加の講座を目指す。 

 ・市民企画講座はテーマを決めて募集する。 

 ・市民団体のみの募集で、個人は参加できないのか。 

・市民企画講座の応募が複数団体あった場合は、連続講座の上限回数の

７回の回数内で調整する場合が考えられる。 

 ・市民企画講座は、受講者を募集する際にもメリットが考えられる。 

 ・市民企画講座については、次回会議までに実施要綱（案）を事務局で

作成する。 

 ・市民講座は、講座の実施からサークルや団体がスタートすることもあ

り、市民の生涯学習活動の充実のため重要である。 

 

２．家庭教育講座について 

 ・出席状況を考えると講演会は難しい。親子が一緒に作業する体験教室

形式の実施がよいのではないか。 

・最近市内中学校で学校を支援する“おやじの会”が活動している。 

 ・“おやじの会”で活動しているような方に講演していただくのはどう

か。 

別紙 
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 ・狭山丘陵を活用し、親子で参加し、オリエンテーリングなどを行うネ

イチャー教室のような内容もよいのではないか。 

 

３．シルバー教室について 

 ・シルバー人材センターで実施している講座は就業支援を目的としてい

るため、そのような講座とは別に、初心者でも気軽に受講できるパソ

コン講座を実施することが目的。スローペースのパソコン教室を。 

 ・高齢者向けのパソコン教室は、パソコン・インターネット等の関心、

必要性も高まっていることから、ぜひ実施すべきである。 

 ・高齢者の“健康”に関する講座への希望が多いことから、健康をテー

マとした講座を引き続き実施する。 

 

議題２ その他 

特になし。 

 

次回の会議日程について 

委員の日程調整の結果、２月１０日（水）午後２時に決定する。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                    ） 

□非 開 示（根拠法令等：                    ） 
 

庶 務 担 当 課 教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課（内線：６５２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


